
那 須 野 巡 検 (松井先生 )

昭和46年 10月11日～14日

11日 車窓観察及び荻野 目

12日 南金丸 (馬場 中坪部落 )

15日 倉骨 (笹原部落 ),鹿畑 (西鹿畑部落 )及び那須支庁舎

14日 荻野目及び市蒐協

11日｡東北本線にそって車窓観察を行をう｡台地上では陸穐 さつまいも,落花生をどが栽培

されている｡一方,浅 く開析された谷では水稲が栽培されている｡ このように台地上と谷 と低 土

地利用上はっきりと区別されうるo Lか し近年では,腸水ポンプによb台地上でも水稲裁壇が可能

に覆ったので,かってほどの差異は認められ75:く覆っているO また北西方向に防風林をもつ集落が

みられ る｡

大田原市の南部にある荻野 目にむかう途中,二度はど用水井戸の深さ葱測定するo
(図11日)

いずれも浅vl｡ 9月に雨が多vlのT, 水位が上昇してい るためと考えられる｡荻野 目付近には那須

野面が開析されてできた谷が建っている｡崖にそって,その比高を測定するO (図11日)那須野

面は揚水ポンプによb水田化が進んでいるO 朝から/｣＼雨模様であったのが本陣_りにをD,早めにき

bあげることに覆る0

12日 ｡ 馬場付近で那須野面と親園面との境にある崖の比高を測定する｡ (図 12日のA.)那

須野面にはバス道路やコンクリー トで固められた用水路がほぼ東西に走ってい る｡ ここでは用水と

揚水ポンプ把より, 水田化が進められてきた｡親園面は沖積地 であD, 水が容易に得られるので,

古 くから水稲作がかこ覆われている｡崖にそって東に進み, a, b, C, d地点でそれぞれ比高の

測定を行覆う｡ (図 12日)中坪の東には東堀洞門のとb入れ口がある｡ この用水は豆EB用水と立

体交差 し 道路や台地 驚く('b,東堀の補給水として湯津上村根本に送られている｡ このように苦

心 して用水をつくカ, 水を得てV}ることは私達の想像以上であった0

15日O倉骨の笹原部落付近で那須野面と親園面との比高を測定する{ (図 15E日 このあたD

では牛舎や小規模をサイロ,牧草地がみられ,酪農がおこ覆われてV,ることがわかるO だが水田の

占める割合は多く, 那須野面までよく水田化されている｡バス道路を北東に向かvb 坂を登 _りきる

と, 金丸底面に出る｡かっての林地がみごと夜水田に覆っている｡ ここではまだ刈 り取 Dが済んで
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夜 く,黄金色に輝 く稲穂が風にゆらいでV,た｡用水の水源を求め水路にそって行 くと,崖の縁に簡

単を貯水施設があD,下の那須野面(西鹿畑部落 )IKある井戸から汲み上げていることがわかる｡

揚水ポンプは比較的大きく共同所有に覆ってVlる｡

帰bに那須支庁舎に行き,主に用水についての話をうかがう｡

14日 二班にわかれ,-方は再び荻野目に行き, 重要を水源である泉を観察する｡ 他方は市農

協で,主に生産調整の行覆われてV,る現状につVlての資料を得るO

私達は地図に表わされた金丸原毎 那須野風 親閲面夜どを実際に見T,その複雑さにあらため

て鷹いた. この地域では, 親閲画を除いて,元来,水が得にくいので,用水や腸水ポンプによb水

田化が進められてきたo Lか し 生産調蔓が打ち出された現在 もbiや水田化の方向に進むことは

でき覆いo新しい方向として,施設園芸 (荻野毎 西鹿畑 ), どじょう養殖 (笹原 ),唐辛子栽培

(馬場 )をどが見られた｡今後どのように進むかが問題になっている｡

微音祭の時に低 巡検や講義をもとに那須野盆地について発表することに覆りでしたoいろいろ

不十分を点もありでしたが,松井先生にひとかた在らぬおせわにを.ら, どうにか為 し遂げることが

崖の比高

A 2.8m

a 5.7m

b 5.6m

C 4.2m

d 5.0m

12日 南金丸付近 1:25000

崖の比高

a 3.0m

b 38m

C 3,8m

那須野面 t 親園面

15日 倉骨付近 1:25000
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西 東側

14m

1.4m 0.65m

C 1.4m 1.4m

d～αは 14m

したがって C-dは 2.8m

へ 西側は明 らかにα面が北に

萩 r/那 高 くつづいているが.東側

は道路にそって多少の人工

崖があるのみである0

11日 萩 野 目付近 1:25000



できました｡私達一向 心から感謝いたしております｡

鹿 島 ｡那珂 巡 検

昭和46年4月8日～ 10日

(5年 渡 辺 勝 江 )

(式 先生 )

4月 8日 鹿島臨海工業地帯

9日 大洗海鳥 那珂為 久慈(日立 )港

10日 水 戸 市

鹿島･那珂巡検かも 鹿島神宮の近 くの鹿島浄水場から始まった｡この浄水場かも 今回の巡検の大

きを見学目的である鹿島臨海工業地帯の工業用水として,北浦からの水を腸げているo鹿島町は神

宮や,多数の古墳からもわかる様に大変古vl町で,一帯に海岸砂丘が発達しているが, 工業地域と

して開発される前は砂丘地帯の貧しい農漁民の生活は:惨めをものであったという｡ 鹿島の人口は現

在約 2.5万人であるが,隣接する神栖町,波崎町を合併して市にしようとする計画がある｡ この

うち開発の由心げ神栖町と鹿島町である｡開発に声たっては,鹿島方式と称する農工両全政策が県

知事により進められていろが,用地買収によって移転した農家の格和54年の抽出調査で仏 その

50.4%が離農覆しT,貸家業;商店膏営んでいるO又米作膏やめて観葉植物や温室教壇 (ピー

マンのビニール-ウス栽培をど)に転業する農家 も多い｡工業地帯自体は製鉄膏基幹産業 とし,工

場の敷地も1つ1つの建物も大変大規模であるのが, いかにも q鹿島臨海工業地帯〝 という量厚を

イメージであった｡｢空包 大工業地帯にはつきものの公害につV,ても, その防止に巨額の投資をし

ているとはいえ, 工業の規模が大きいだけに問題は大きいL,将来ですます深刻にたってゆくもの

と思われ る,付近の農漁民も, これまでの貧困からは一応解放されたとはいえ, こんど打大気汚染

の恐怖に髄まされなければ怒ら覆いO砂丘の徴高地から眺めた鹿島の空は灰色にけむ り,何か陰惨

な重苦しさが感じられた｡

2El白にQも 午前中に大洗海岸の白亜紀層の隆起波食台な観察し,那珂湊の第2漁業協同組合膏

見学, ここを根拠地とする遠洋漁業の実態や,組合の運営状況をどについてのお話葱うかがったo

午後からは東海村の原子力研究所 および久慈 (EI立港 )の見学｡ 日立港は現在建設中の港T, 日

立工業地帯のための港である｡沿岸流による砂州菅切って埋立 T, 商港とする計画である0

5E目は水戸市内で地形を観察L,その後茨城県庁で茨城県の開発についての概観的夜か話葱う

かがVb 鹿島 那珂巡検のしめくく.bとした｡この巡検密通LT, 工業の開発とそれに真向から矛
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